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研究成果の概要（和文）：本研究を通して、長時間ビデオ脳波モニタリング時に脳波、心電図、酸素飽和度に加
え、胃電図を同時記録するシステムを確立することができ、心拍、呼吸に加え、消化機能をモニターする多面的
自律神経モニタリングが可能となった。胃電図の同時記録中に発作記録を捉えることはできず当初予定していた
てんかん発作惹起の機序解明には至らなかった。しかし、発作前～中～後までの心電図（心拍）、酸素飽和度
（呼吸）の同時記録から、発作間欠時（ノンレム睡眠時）の心拍変動異常、発作後心静止、発作直前の中枢性無
呼吸に関して興味深いデータが得られた。

研究成果の概要（英文）：Multimodal autonomic monitoring system including electrogastrography as well
 as electroencephalography, electrocardiography, and oxygen saturation was established in the 
present study. Unfortunately, no seizures were detected during simultaneous recording of 
electrogastrography and a mechanism of epileptic seizure induction has not been elucidated. 
However, interesting data of interictal heart rate variability during non-REM sleep, postictal 
asystole, preictal central apnea was obtained from simultaneous monitoring of heart rate and 
respiration with electroencephalography in the present study. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
発作間欠時の心拍変動異常および発作後心静止は、てんかんにみられる予期せぬ突然死（sudden unexpected 
death in epilepsy: SUDEP）との関連が示唆される。SUDEPはその原因・病態がまだ十分に解明されていない。
本研究で得られた結果は、SUDEPの予測・予防につながる可能性がある重要な知見である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
発作の誘因となる睡眠不足、疲労、ストレス、飲酒などはいずれも自律神経機能の変化と関連
している。自律神経機能のパラメータとして、（1）心拍（心電図）、（2）呼吸（動脈血酸素飽
和度）、（3）発汗（皮膚電位図）、（4）消化（胃電図）、（5）糖代謝（持続グルコースモニター）
などが知られている。てんかん発作に関連した消化および糖代謝の変化も含めた多面的自律神
経モニタリングの報告はこれまでにない。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、てんかん患者の自律神経機能を多面的に解析することにより、発作起始に関
連した自律神経系の変化を明らかにし、てんかん発作惹起の機序を解明することである。てん
かん発作惹起の機序解明に寄与するとともに、発作検知・予知という観点からも期待される研
究である。 
 
３．研究の方法 
長時間ビデオ脳波モニタリング検査中に、（1）心拍（心電図）、（2）呼吸（動脈血酸素飽和度）、
（3）発汗（皮膚電位図）、（4）消化（胃電図）、（5）糖代謝（持続グルコースモニター）に関
するパラメータを同時に持続モニタリングする。基礎となる発作間欠時のデータおよび発作直
前～発作起始～発作直後に至るパラメータの変化を解析する。 
 
４．研究成果 
本研究を通して、長時間ビデオ脳波モニタリング時に脳波、心電図、酸素飽和度に加え、胃電
図を同時記録するシステムを確立することができ、心拍、呼吸に加え、消化機能をモニターす
る多面的自律神経モニタリングが可能となった。しかし、胃電図の同時記録中に発作記録を捉
えることはできず、当初予定していたてんかん発作惹起の機序解明には至らなかった。 
 
発作前～中～後までの心電図（心拍）、酸素飽和度（呼吸）の同時記録からは以下の興味深いデ
ータが得られた。心電図に関しては、睡眠段階に着目し、覚醒時、ノンレム睡眠時、レム睡眠
時における発作間欠時の心拍変動データを各々、区別して解析した。 
・全般てんかんと局在関連てんかんでは睡眠時の心拍変動パターンが異なることが明らかにな
った（第 51回日本てんかん学会にて発表）。 
・二次性全般化発作後に発作後全般性脳波抑制（postictal generalized EEG suppression: 
PGES）がみられる患者ではノンレム睡眠時の心拍変動に異常がみられることが分かった（第
9回日本臨床睡眠医学会、第 52回日本てんかん学会学術集会、第 13回ヨーロッパてんかん会
議にて発表）。 
・発作後の心拍変化に関して、発作後心静止を認めた多発奇形・発達障害を伴う右側頭葉てん
かんの 1例を経験し、報告した（第 12回日本てんかん学会東北地方会で発表）。 
・酸素飽和度に関しては、中枢性無呼吸が二次性全般化発作を誘発したと思われる興味深い一
例の発作時記録が得られ、報告した（第 9回日本臨床睡眠医学会にて発表）。 
 
てんかん患者にみられる原因不明の突然死（sudden unexpected death in epilepsy: SUDEP）
に関して、東京都監察医務院との共同研究でてんかん患者の浴槽内死亡例を論文にまとめて
SUDEP in the bathtubと題して報告した（Epilepsy Behav, 2019）。 
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